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「厳しさに 未来の基盤 積み上げる」 

〜厳しい財政の中でも健全性を維持し、まちづくりは着実に前進〜 

 

令和７年度は、第六次開成町総合計画の初年度であり、町制施行 70

周年の節目の年であった。個人町民税は 13 億 633 万 9 千円（前年比

12.5％増）となった一方、法人町民税は 1 億 1,406 万 2 千円（同

84.1％減）と、大変厳しい財政環境であった。 

その中でも、事業の見直しや基金の活用により健全財政が維持された

ことは評価するが、実質単年度収支は赤字となっており、楽観できる状

況ではない。 

令和 14 年度の人口 2 万人に向け、駅前通り線周辺地区土地区画整理

事業は仮換地指定へと前進し、南部第３地区の基本構想もまとまった。 

また、南足柄市と進めている足柄産業集積ビレッジ構想など、将来の

まちづくりに向けた基盤整備も進んでいる。 

一方、行政 DX による業務効率化は進んでいるものの、人口増加に伴

い行政需要も増加している。 

今後は、既存事業を徹底して見直す「スクラップ＆ビルド」により、

限られた財源と人材を必要な施策に振り向けることが重要である。 

70 周年記念事業では、「ジャズフェスティバル」や「あじさいまつ

り」など町民参加型の事業が充実し、官民連携が深まったことも成果と

評価する。 

今後も、厳しい財政環境を踏まえ、知恵と工夫による持続可能な町政

運営を求めていく。 

 

 


